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平
成
12
年
5
月
に
町
へ
の
手
紙

で
「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
を
図
り
、
透
明
性
と
住
民
参
加
型
を

重
視
し
、
し
か
も
費
用
対
効
果
の
評
価

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

（
大
佐
貫
　
男
性
）

本
町
で
は
、
総
務
省
よ
り
報
告
さ

れ
た
指
針
に
基
づ
き
、
普
通
会
計

ベ
ー
ス
の
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
）
を
平
成
12
年
11
月
に
公
表
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
地
方
自
治
法

に
基
づ
く
「
現
金
主
義
」
の
決
算
に
加

え
、
企
業
会
計
の
基
本
原
則
で
あ
る

「
発
生
主
義
」
に
基
づ
く
決
算
を
作
成

し
、
住
民
一
人
当
た
り
の
正
味
資
産

（
自
己
資
産
）
を
数
値
化
し
た
も
の
で

す
。今

後
は
、
各
公
共
施
設
ご
と
の
費
用

対
効
果
を
明
確
に
す
る
た
め
に
損
益
計

算
書
（
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
）
を
作
成

し
、
民
間
と
の
比
較
検
討
の
う
え
コ
ス

ト
意
識
の
徹
底
を
図
る
よ
う
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
行
政
評
価
は
、
ご
指
摘

の
と
お
りplan

（
企
画
）→

do

（
施
行
）

→
see

（
評
価
）→

accountability

（
説

明
責
任
）
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
評
価

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
行
革
大
綱
を
念

頭
に
置
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
総
務
課
）

町
内
に
は
東
部
児
童
館
と
い
う
施

設
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
老
朽
化

が
進
み
、
現
在
は
ガ
ス
・
水
道
の
供
給

も
休
止
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

今
後
、
整
備
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

そ
れ
と
も
廃
止
す
る
方
向
で
す
か
。

（
梅
原
　
女
性
）

ご
質
問
の
東
部
児
童
館
は
、
Ｊ
Ａ

館
林
市
千
江
田
支
所
の
南
側
に
あ

る
旧
東
部
児
童
館
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
旧
東
部
児
童
館
（
昭
和
41
年

築
）
は
平
成
12
年
３
月
に
建
物
の
老
朽

化
に
よ
り
児
童
館
と
し
て
の
役
目
を
終

え
、
現
在
は
踊
り
の
グ
ル
ー
プ
（
週
１

回
）
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
年
17
回
）

が
暫
定
的
に
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
、

他
は
利
用
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
火
災
防
止
上
か
ら
ガ
ス
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
が
、
電
気
・
水
道
は
現
在
も

使
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
東
部
児
童
館
は
、
平
成
12
年

４
月
に
場
所
を
東
小
学
校
の
南
側
の
旧

東
保
育
園
に
移
し
、
一
部
改
良
工
事
を

行
っ
て
東
部
児
童
館
と
東
部
学
童
保
育

所
を
兼
用
す
る
形
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
児
童
館
と
学

童
保
育
所
を
兼
ね
て
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
児
童
館
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
財
政
面
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
現

時
点
で
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
）

法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
が
７
月
１

日
か
ら
１
か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
52
回
目
を

迎
え
る
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た

少
年
も
い
ず
れ
は
地
域
に
戻
り
、
地

域
の
一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
の
で
、
そ
の
立

ち
直
り
と
円
滑
な
社
会
復
帰
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

強
い
意
志
と
併
せ
家
庭
、
学
校
、
職

場
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

特
に
、
地
域
社
会
の
連
帯
感
の
喪

失
、
学
校
教
育
の
危
機
的
状
況
、
家

庭
の
養
育
機
能
の
低
下
、
大
人
社
会

の
規
範
意
識
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ

れ
る
現
状
に
あ
っ
て
は
、
家
庭
、
学

校
、
職
場
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
の
推
進
に
進

ん
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く

り
を
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
重
点
目
標
　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯

し
た
人
や
少
年
の
更
生
を
支
え
、

人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す

る
。

◇
統
一
標
語

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明

る
い
社
会

ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い
社
会

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
で
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
町
へ

の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を

掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
ス
ペ
ー
ス

の
関
係
で
質
問
の
内
容
は
一
部
簡

略
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現在は学童保育所と兼ねて運営している東部児童館

問答

問答

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン�

タ
ー
内
）
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